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MIRAI プログラム 2025 令和 7 年度結果概要 
 
 
１．プログラム概要 

外務省では、令和７年度「対日理解促進交流プログラム」の一環として、「ＭＩＲＡＩ（Mutual-

understanding, Intellectual Relations and Academic Exchange Initiative）」と称し、日本の政治・社会・
歴史及び外交政策に関する理解促進や日本の魅力等の積極的な発信を目的とし、欧州・中央アジア・コ
ーカサス地域から、将来の活躍が期待される大学生・大学院生及び若手実務者６９名を招へいしまし
た。 

対面招へいでは地域およびテーマ毎に計４グループ（第１グループ西バルカン地域「平和構築」、第
２グループ欧州各国「外交・安全保障」、第３グループ欧州各国「SDGs ビジネスとイノベーション」、
第４グループ中央アジア・コーカサス地域「法の支配」）に分け、それぞれ実施しました。 

参加者は、行政機関での講義の他、企業訪問、大学訪問、地方訪問、文化体験を通じ、日本を取り巻
く国際情勢や日本の社会・経済・科学技術について理解を深めました。日程を終えた参加者からは、今
後も日本に関心を持ち続け、またプログラムで育んだ日本との繋がりや学生交流で生まれた友情を大切
にしていきたいとの思いも聞かれており、帰国後にそれぞれＳＮＳやその他のメディアを通じて、日本
で学んだことや日本の魅力等を積極的に発信しています。この様に、本プログラムは、国際社会におけ
る対日イメージの向上や、日本に対する関心を持続的に高める役割を果たしています。 
 
ア. 対面招へい日程 
グループ「テーマ名」 日程 参加人数 
第 1 グループ 
「平和構築」 

2026 年 2 月 13 日（金）来日～2 月 19 日（木）帰国 14 名（RYCO 
引率 1 名を含む） 

第 2 グループ 
「外交・安全保障」 

2026 年 1 月 14 日（水）来日～1 月 20 日（火）帰国 25 名 

第 3 グループ 
「SDGs ビジネスと 
イノベーション」 

2026 年 1 月 14 日（水）来日～1 月 20 日（火）帰国 18 名 

第 4 グループ 
「法の支配」 

2026 年 1 月 13 日（火）来日～1 月 19 日（月）帰国 12 名 

招へい 合計  69 名 

 
イ. グループ別参加国・人数・訪問地 
第 1 グループ「平和構築」 
選出国 西バルカン諸国６か国、１４名 

No. 国名 人数（名） No. 国名 人数（名） 

1 アルバニア（RYCO 引率含む）* 3 4 モンテネグロ 1 

2 ボスニア・ヘルツェゴビナ 3 5 北マケドニア 2 
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3 コソボ 2 6 セルビア 3 

総計 14 

*西バルカン地域青年協力機構（RYCO) 
（訪問地：東京都、広島県） 
 
第 2 グループ「外交・安全保障」 
選出国 欧州２２か国（国籍２２か国）、２５名   
No. 国名 人数（名） No. 国名 人数（名） 

1 アンドラ 1 12 ラトビア 1 

2 オーストリア 1 13 リトアニア 1 

3 ベラルーシ 1 14 オランダ 2 

4 チェコ 1 15 ノルウェー 1 

5 エストニア 1 16 ポーランド 1 

6 フィンランド 1 17 ポルトガル 1 

7 フランス 1 18 ルーマニア 1 

8 ドイツ 2 19 スロベニア 1 

9 ハンガリー 1 20 スペイン 1 

10 アイスランド 1 21 スウェーデン 1 

11 イタリア 2 22 英国 1 

総計 25 

（訪問地：東京都、山梨県） 

 
第 3 グループ「SDGs ビジネスとイノベーション」 
選出国 欧州１８か国（国籍１７か国）、１８名   
No. 国名 人数（名） No. 国名 人数（名） 

1 ベルギー 1 10 モルドバ 1 

2 ブルガリア 1 11 モナコ 1 

3 クロアチア 1 12 ノルウェー 1 

4 キプロス 1 13 サンマリノ 1 

5 デンマーク 1 14 スロバキア 1 

6 フランス 1 15 スペイン 1 

7 ギリシャ 1 16 スイス 1 

8 アイルランド 1 17 ウクライナ 1 

9 マルタ 1 18 英国 1 

総計 18 

（訪問地：東京都、神奈川県、山梨県） 
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第 4 グループ「法の支配」 
選出国 中央アジア・コーカサス地域８か国（国籍８か国）、12 名  
No. 国名 人数（名） No. 国名 人数（名） 

1 アルメニア 2 5 キルギス共和国 2 

2 アゼルバイジャン 1 6 タジキスタン 1 

3 ジョージア 2 7 トルクメニスタン 1 

4 カザフスタン 2 8 ウズベキスタン 1 

総計 12 

（訪問地：東京都、山梨県） 

２．実施プログラム内容 
(1) プレ・プログラム 

参加者全員に対して、本プログラム（訪日）前に次のようなプレ・プログラムをオンラインで実施した。 
１．動画配信：対日理解促進交流プログラム「ＭＩＲＡＩ」事業概要説明 
２．全体オリエンテーション：外務省欧州局政策課長挨拶、日本理解講義 
３．渡航前オリエンテーション：訪日に必要な情報の共有（持ち物・渡航手続き他）、訪問先説明、

質疑応答、等 
 
 

(2) 招へい（対面）：本プログラム 

2025 年度は、公募(国によって国および大学推薦)の結果、大学生・大学院生並びに若手社会人等の合
計 69 名（4 グループ）が参加するに至った。 

対面の招へいプログラムは６泊８日の日程で、関連講義の受講、日本各地における訪問先での視察、交
流、意見交換、文化体験を通じて、テーマに沿った日本の取り組み内容を学んだ。 

訪問先の大学では同世代の学生との知的交流を行い、欧州諸国と日本の将来のリーダーたちによるネ
ットワークを構築した。参加者はプログラム参加を通じて日本に対する理解を深め、報告会ではアクシ
ョン・プラン（帰国後の活動計画）を発表した。帰国後も日本の魅力等について、積極的にソーシャルメ
ディア等による発信が期待されている。 
 
第 1 グループ「平和構築」 

西バルカン諸国 6 か国を対象とし、西バルカン地域青年協力機構（RYCO）が協力して選抜をし、外務
省が承認した平和構築の研究に携わる大学生・大学院生 13 名及び、RYCO からの引率者 1 名を招へいし
た。 

東京都及び広島県を訪問し、有識者による講義の受講や関連機関の視察・交流・意見交換を行った。 
交流先である上智大学では、総合人間科学部教育学科 小松 太郎 教授の受入れのもと、日本人学生と

の活発な意見交換を行った。外務省では英利アルフィヤ外務大臣政務官を表敬し、また、日本の外交政策
についての講義を受講した。JICA では西バルカン地域における協力事業について学び、関係者と意見交
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換を行った。広島では、被爆者二世によるガイドのもと原爆関連施設を訪れた。戦争の悲惨さや平和への
大切さについて理解を深めた。また、杓子づくり体験や、宮島・厳島神社等、歴史的な場所の視察を通し
て日本文化に触れた。最終日には外務省内にて、成果報告を実施した。参加者には JICE の修了証書を授
与した。 
 
第２グループ「外交・安全保障」 

欧州 22 か国より 25 名の大学生・大学院生を招へいした。 
東京、山梨県を訪問し、有識者による講義の受講や関連機関の視察・交流・意見交換を行った。 
外務省では日本の安全保障政策について、防衛省では日本の防衛政策について講義を受講した。また、

人間の安全保障における JICA の取り組み、日本の領土・主権をめぐる情勢について話を聴くなど、多面
的なアプローチを通じて参加者のテーマ関連の日本理解を深めた。学校交流では、慶應義塾大学法学部 
細谷雄一教授と総合政策学部 鶴岡路人教授の受入れのもと、「日本の外交・安全保障政策の方向性」の聴
講し、同世代の学生と意見交換を通して知的交流を行った。また、東京国立博物館では国宝や重要文化財
を含む日本を中心としたアジア諸地域の文化財の鑑賞に加えて、浅草では散策をし、お抹茶体験をした。 

最終日には、外務省内にて、第３グループ（SDGs ビジネスとイノベーション）、第４グループ（法の
支配）招へい参加者と合同で田口精一郎欧州局参事官を表敬し、成果報告を実施した。参加者には JICE
の修了証書を授与した。 
 
第３グループ「SDGs ビジネスとイノベーション」 

欧州 18 か国より 18 名の大学生・大学院生を招へいした。東京都、神奈川県、山梨県を訪問し、有識
者による講義の受講や関連機関の視察・交流・意見交換を行った。 

都内では、日本最大の証券取引所である東京証券取引所の視察、スタートアップ支援施設の見学、浅草
商店街での街歩きなどを通して、日本の経済・ビジネスに関する幅広い取り組みを学んだ。東京都の国内
外に向けたビジネス支援プログラムの活動を知り、ビジネス都市としての東京の魅力に触れた。経済産
業省では、講義や意見交換を通じて、日本政府の GX（グリーントランスフォーメーション）政策の取り
組みに対する理解を深めた。学校交流では、慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科 蟹江憲史教授の
受入れのもと、同世代の学生と知的交流を行った。 

山梨県では、雄大にそびえ立つ富士山や富士山世界遺産センターを視察し、世界文化遺産としての富士
山に関する講義を受け、日本の自然や文化に触れた。 

参加者は、日本の社会や政策、歴史、文化等の多方面から日本への関心・理解を深め、日本の魅力を発
信するとともに、日本と世界が協力し合うことで形成されていく、より良い未来について考察した。 
 最終日には、外務省内にて、第２グループ（外交・安全保障）、第４グループ（法の支配）招へい参加
者と合同で田口精一郎欧州局参事官を表敬し、成果報告を実施した。参加者には JICE の修了証書を授与
した。 
 
第４グループ「法の支配」 

中央アジア・コーカサス地域 8 か国の大学生、大学院生、社会人 12 名を招へいし、東京都、及び山梨
県で講義や意見交換を含めた交流・視察・文化体験を行った。 
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都内では外務省による講義をはじめ、最高裁判所、法務省関連施設、法律事務所を訪問し、日本の法制
度について学んだ。学校交流では、慶應義塾大学大学院 法務研究科 松尾弘教授の受入れのもとで、将来
の日本と中央アジア・コーカサス地域のネットワーク構築のため、同世代の学生との知的交流を行った。 
また、茶道体験や浅草の歴史ある寺院などを訪れ、日本の歴史的・文化的側面から日本への理解を深め
た。 

最終日には、外務省内にて、第２グループ（外交・安全保障）、第３グループ（SDGs ビジネスとイノ
ベーション）招へい参加者と合同で田口精一郎欧州局参事官を表敬し、成果報告を実施した。参加者には
JICE の修了証書を授与した。 
 
 

(3) フォローアップ（同窓会：オンラインプログラム） 

2025 年度のフォローアップ事業（同窓会）は、「ＭＩＲＡＩ」の参加経験者（アルムナイ）に対し再
び日本とつながり、親日的・知日的な活動やネットワークの拡大を促進し、日本の魅力を発信する取り
組みを企画する契機となることを目的として、次の３つの枠組みにて実施した。 

テーマ 実施回数 参加人数 
海外展開をしている日本の事業組織を交えた同窓会 1 回 28 名 
オンライン訪日プログラム（日本文化・学校交流等） 2 回 44 名 
有識者を交えた意見交換会 1 回 22 名 
【合計】 4 回 94 名 
 
日本留学に対する関心やニーズは、同窓生やプログラム参加者の間で引き続き高い。海外展開をしてい

る日本の事業組織を交えた同窓会では、JASSO より奨学金や大学連携に関する情報提供の講義や、留学
生による体験談の共有が行われた。また、オンライン訪日プログラムでは、日本語レッスンを交えた日本
文化講義や学校交流を実施した。各プログラムの質疑応答からも同窓生の高い関心がうかがわれ、多く
の参加と活発な意見交換が見られた。また、有識者会議では、各同窓生から MIRAI 事業を通した学びや、
日本に関してどのような活動を実施しているかの共有がなされた。 
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Ⅱ． SNS や広報事例 

(1) 招へい（対面） 

2025 年度 MIRAI 事業において、本招へいでは SNS・SNS 以外を含み、合わせて一人当たり平均 13.8 回
（425 回の発信/参加者 32 名）、フォローアップにおいては一人当たり平均 1.5 回（149 回の発信/参加者
94 名）の発信（SNS・SNS 以外を含む）を確認した。 

SNS 発信 日本語訳(概要)  
第１グループ（平和構築） 

2026 年 2 月 25 日（LinkedIn） 
北マケドニア 大学院生 
写真からは、私たちがどれほど楽しんだか、ある
いはどれほど深く文化を体験したかは、あまり伝
わらないかもしれません。表面だけを見れば、と
てもフォーマルに映るかもしれません。しかし、2
月 13 日から 19 日までの日本での文化交流は、本
当に人生を変える経験でした。自分とは大きく異
なる文化を直接体験することは、どんな教科書で
も教えてくれない視点の変化をもたらします。 
 
私たちは、この国を形作ってきた歴史に触れ、そ
してその後の復興を支えたレジリエンスを目の当
たりにしました。何より、平和構築がなぜこれほ
ど重要なのか、その本質を深く理解できたことが
最大の学びでした。これは、より良い教育システ
ムを目指して活動している若者である私にとって
特に意味のあるものです。平和構築は国全体の未
来を左右するからです。私たちが学んだこと、日
本をどう理解したかを共有する機会として、外務
省を表敬訪問できたのは大変光栄でした。また、
国際協力機構（JICA）の職員の方々ともお会いし、
日本が西バルカン諸国で実施しているプロジェク
トについて学ぶこともできました。 
 
この経験、学び、そして忘れられない時間を共に
つくってくれたすべての方々に心から感謝しま
す。正直、すべてを一つの投稿で書くのは難しい
ほどです。でも私は信じています。私たち、西バ
ルカン 6 か国の代表として、このプログラムのア
ンバサダーとして、未来 ——「MIRAI」を、例え
小さくてもより良い形にしていけると。 
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第２グループ（外交・安全保障） 

2026 年 1 月 15 日（Instagram） 
ハンガリー 大学院生 
東京にある「領土・主権展示館」から今回の旅が
始まりました。ここでは、日本の領土問題に関す
る公式な立場について説明を受けました。北方領
土を含む繊細なテーマではありますが、日本側の
視点を直接聞くことは、建設的な二国間対話にと
って欠かせないものだと感じました。 
外交には、本当の意味での中立的な立場で物事を
聞いたり、観察する能力が求められます。相手国
の観点を理解することは、相互の敬意を深め、複
雑な地域課題に対する適切な解決策を見つけるた
めの第一歩です。今回の経験を通じて、相互理解
を深めるために役立てたいと思います。 

 
第３グループ（SDGs ビジネスとイノベーション）

2026 年 1 月 16 日（Instagram） 
モルドバ 大学院生 
心と魂に触れる一日でした。 
鎌倉の大仏の前に立ち、静けさの中で満たされる
感覚と安らぎを感じました。それは宗教ではなく、
「今ここにいること」を大切にする時間でした。
その後、慶應義塾大学で SDGs や持続可能性につ
いて学び、日本の学生や先生方の、敬意と深さの
ある対話に感銘を受けました。問題だけでなく、
意味や責任、実際の行動について考える時間でし
た。一日を通して、日本の人々が勤勉さや規律を
慌ただしさなく保ち、周囲を思いやって行動して
いることが心に残りました。 
夜は渋谷へ。買い物や食事、スクランブル交差点、
ハチ公像など、東京のエネルギーを満喫しました。
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日本は、心が落ち着き、幸せを感じられる「もう
一つの故郷」のような場所です。 

第４グループ（法の支配） 

2026 年 1 月 17 日（LinkedIn） 
ジョージア 社会人 
MIRAI プログラムでの洞察を共有しながら、法の
支配と司法制度に焦点を当てた、非常に有益な一
連の講義、討論、及び日本の機関訪問が行われま
した。 
重要なセッションの一つは、法務省で開催され、
国際協力部（ICD）及び司法研修所の活動、特に法
務技術協力の分野における、国際的な法の支配の
維持と促進における日本の役割について議論が行
われました。代表者は、基本法の起草・改正の支
援、法制度・司法制度の改善、法務専門家の能力
開発など、パートナー国との協力における経験を
共有しました。 
もう一つの重要な会合は、最高裁判所で開催され、
裁判員制度や行政訴訟など、日本の刑事制度につ
いて議論しました。また、憲法の裁定や憲法訴訟
など、最高裁判所の憲法上の役割と権限について
も議論しました。 
さらに、日本を代表する大学の一つである慶應義
塾大学を訪問し、松尾弘教授による「良き統治、
法の支配、グローバル・ジャスティス」に関する
講義を聴講しました。 
非常に活発な議論の後、参加者には松尾教授の著
書『発展するアジアの政治・経済・法』が贈呈され
ました。 
プログラムは続いており、文化活動も含まれてい
ます。これらは MIRAI 体験の重要な要素です。相
互理解と交流の同様に重要な側面を構成するこれ
らの活動について、考察を共有します。 
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(2) フォローアップ 

ア 海外展開をしている日本の事業組織を交えた同窓会 
SNS 発信 日本語訳(概要)  

① 独立行政法人日本学生支援機構（JASSO） 

2025 年 12 月 19 日（LinkedIn）  
イタリア 社会人 
今日はオンライン同窓会に参加する機会がありま
した。この同窓会は、日本国際協力センター
（JICE）が日本学生支援機構（JASSO）と協力し
て開催し、外務省の MIRAI プログラムの同窓生
を対象としたものです。 セッションでは、
JASSO の宮井智宏氏（学生交流部副部長）と岡
田拓也氏（学生交流部・日本留学情報課）による
非常に有益な講義を聞きました。彼らは、日本で
提供されている留学プログラムを紹介し、出願要
件、英語・日本語能力基準、生活費の考慮点、そ
して何よりも全額支給奨学金の機会を含む、日本
の高等教育制度の全体像を詳しく説明して下さい
ました。 現在、日本には約 33 万 6 千人以上の
留学生が在籍しており、その数は着実に増加して
います。また、卒業後に日本に残る人々にとっ
て、雇用機会も拡大しています。 
さらに、MEXT 奨学金を受けたエディサ・ショシ
氏とアブドゥラジズ・ユヌソフ氏による、東京大
学と慶應義塾大学での学術的な歩みについての感
動的な体験談を聞きました。彼らは、日本で学ぶ
ことが、国際的な学術環境の中で世界水準の教育
を受けることを意味し、奨学金による大きな支援
を受けながら学べることを説明しました。また、
日本の大学院教育が強く研究志向であり、学生が
継続的なフィードバックを受け、国内外の学会や
学術活動に積極的に参加していることを強調しま
した。 これらの発表を聞いて、自分自身の日本
での経験を思い出しました。JASSO の奨学金の
おかげで、修士課程中に神戸大学で 1 学期間、日
本語の授業を受けることができ、授業料を一切支
払う必要がありませんでした。この機会は、私の
学術的・個人的な成長に大きな影響を与え、語学
力を大幅に向上させました。JASSO に心から感
謝します。神戸での学生交流支援プログラムに参
加できたことは、私の人生で最も充実した経験で
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した！ 海外での経験を検討している方には、
JASSO が提供する機会についてぜひ詳しく知っ
ていただきたいと思います。英語で学べる学位プ
ログラム、日本語コース、複数の奨学金制度があ
り、さまざまな背景を持つ学生が日本で学び、こ
の人生を変える一歩を踏み出すための道がありま
す。 どうもありがとうございました！ 

 
ア オンライン訪日プログラム 

SNS 発信 日本語訳(概要)/英語（原文） 

日本語と日本文化 
2025 年 12 月 12 日（Instagram） 
ギリシャ 社会人 
MIRAI 同窓会プログラムがまた始まりました。 
昨日は一回目で日本語のワークショップでした。
仁谷紗耶香先生の講義を聴講する機会に恵まれま
した。仁谷先生は、日本のお正月の伝統やよく使
われる単語やフレーズを教えて下さいました。そ
の（講義の）後、私たちはグループに分かれて日
本語でお正月の予定などを話し合いました。 
私自身も日本語の教師をしていますが、経験豊か
なプロの日本語講師の教授法や動画や画像を使っ
て日本文化を紹介することなどを教わり、とても
勉強になりました。 
このように、数年に亘ってこのようなプログラム
を開催し私たちが日本とのつながりを持ち続ける
機会を作っていただき、心から感謝しています。

学校交流（奈良国立大学機構 奈良女子大学、国立
大学法人 神戸大学） 
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2025 年 12 月 24 日（Instagram） 
イタリア 大学院生 
先週、MIRAI 同窓生プログラムの一環として、奈
良国立大学機構の学生の皆さんと非常に有意義な
オンライン交流に参加しました。このような貴重
な機会を設けていただき、日本滞在後も私たち同
窓生をつなぎ、継続的に支援して下さっているこ
とに心より感謝いたします。 

 
イ 有識者を交えた意見交換会 

SNS 発信 日本語訳(概要)  

2026 年 3 月 23 日（LinkedIn） 
ギリシャ 社会人 
今週、MIRAI のオンラインプログラムで発表する
という光栄な機会をいただきました！ 
プログラム参加後に私の人生がどのように変わっ
たのか、多くの新しい機会に恵まれ、新たな気づ
きを得て、そして自信が大きく高まったことなど
を共有することができました。 
また、MIRAI の同窓生である Silvia さんと Leart
さんも、それぞれの経験について素晴らしい発表
を行い、プログラムの一環として日本を訪れたこ
とがご自身にどのような影響を与えたのかを語っ
てくれました。 
発表後には、小松太郎教授（上智大学）と橋田務
教授（奈良国際戦略センター）が、プログラムに
ついてのご意見や、今後さらにどのように発展さ
せていけるかについて考えを共有してくださいま
した。卒業生全員がこの意義深い対話に参加し、
そこで挙げられた素晴らしいアイデアを、ぜひ皆
で形にしていけたらと思います。 
MIRAI プログラムがこれからも進化を続け、国と
国とをつなぎ、対話を促進する架け橋であり続け
ることを心から願っています。 
本当に素晴らしい経験でした！ 
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2．広報 好事例 

招へい：ＭＩＲＡＩ第１グループ（平和構築） 
発行元：西バルカン地域青年協力機構（RYCO） ホームページ 

日本語タイトル： MIRAI 2025/2026 コホート、平和構築交流のため 13 名の若手リーダーを日本へ招
へい 
原文タイトル: MIRAI 2025/2026 Cohort brings 13 Young Leaders to Japan for Peacebuilding 
Exchange（Regional Youth Cooperation Office） 
リンク:  MIRAI 2025/2026 Cohort brings 13 Young Leaders to Japan for Peacebuilding Exchange – 
Regional Youth Cooperation Office 

 
西バルカン地域 — 青少年交流プログラム「Western Balkans Meet Japan: A Bridge into the Future
（西バルカン、日本と出会う：未来への架け橋）」の第 6 サイクルが無事終了しました。今回のプログ
ラムでは、西バルカン地域から選抜された若手代表 13 名と、RYCO ローカル・プログラム・オフィサ
ーであるフルツラ・ブラカイ氏が日本を訪問し、制度対話、平和教育、文化理解に重点を置いた 1 週
間の集中プログラムに参加しました。 
 
本訪日は、日本国外務省（MOFA）および JICE が、地域青年協力機関（RYCO）と協力して実施する
「MIRAI – Japan’s Friendship Ties Program（友情交流計画）」の一環として、2026 年 2 月 13 日から
19 日にかけて行われました。東京でのハイレベルミーティングと、広島での平和学習を組み合わせた
プログラム構成により、参加者は日本の平和構築の歩みや社会的価値観について、より深い理解を得
ることができました。 
 
東京滞在中、参加者は上智大学での学術交流に参加し、日本の学生との対話を通じて、地域課題やグロ
ーバルな責任について率直に意見を交わす機会を持ちました。また、一行は有冨恵利外務大臣政務官
および外務省欧州局の担当者との懇談を行い、日本と西バルカン地域の協力関係や、平和と安定の促
進における若手リーダーの役割について意見交換を実施しました。さらに JICA 本部を訪問し、日本の
開発協力および地域の平和構築に関するアプローチについての理解を深め、制度的枠組みと帰国後の
和解プロセスの現実を結び付けて考える機会となりました。 
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「MIRAI での旅は、まさに人生を変えるような体験でした。平和構築、文化、社会学、そして何より
“自分自身”について──ここまで視点が大きく変わって帰国したことは、これまで一度もありません。
出会った人々、学んだこと、そして（もちろん）味わった食べ物のすべてが、私の視野を広げ、希望は
本当に存在し続けるのだと再確認させてくれました。“日本”という言葉は、もはや単なる地理的な名称
ではありません。私の人生において、新たな道が始まった地点を意味するものになりました。MIRAI プ
ログラム、そしてこのプログラムを支えてくださったすべての方々、共にこの時間を過ごした仲間に
心から感謝します。」 
— イヴァナ・ヴチェティッチ（ボスニア・ヘルツェゴビナ／MIRAI 参加者） 
 
プログラムの中核を成す、深い省察を促す要素となったのが、広島訪問でした。広島平和記念資料館の
見学や、平和記念公園でのガイド付き平和ツアーを通じて、参加者は紛争がもたらす影響や、対話・和
解・持続的な平和の促進において若い世代が果たすべき責任について考える時間を持つことができま
した。 
また MIRAI 参加者は、宮島や厳島神社の訪問、伝統工芸体験をはじめ、東京での浅草寺や皇居外苑な
どの文化的名所の見学を通じて、日本の文化遺産にも触れることができました。 
 
「日本への旅は、これまでずっと手の届かない夢のようで、まるで映画の中の出来事のように感じて
いました。それが実際に MIRAI を通して、たった 1 週間で現実となり、すべてを体験できたことは、
今でも信じられないほどです。日本の文化、人々、教育制度、食べ物、経済、歴史について学んだこと、
そしてそこで得た数々の教えに、心から感謝しています。日本のことが、これまで以上に身近に感じら
れるようになりました。そして何より、共に時間を過ごした参加者の皆さんや、私たちを丁寧に支えて
くださった運営の方々との大切な思い出は、これからもずっと心に大切にしまっておきます。」 
— ハティチェ・ミシニ（コソボ／MIRAI 参加者） 
 
制度的なプログラムに加えて、本事業は豊かな文化体験の機会も提供しました。日々の交流や文化施
設の訪問、受入先とのふれあいを通じて、参加者は日本が大切にしている“おもてなしの心”、敬意、そ
して細部へのこだわりを肌で感じることができました。こうした体験は単なる見学にとどまらず、よ
り深い相互理解を育み、参加者同士の地域内の絆を強めるものとなりました。 
その結果、西バルカン地域における協力、対話、そして平和的共存という価値をあらためて確認し、グ
ループ全体としてこれらの価値を今後も大切にしていく意識が高まりました。 
 
「日本への旅では、宮島や浅草寺で日本の伝統的な一面に触れただけでなく、東京の現代的な姿、そし
て広島が持つ歴史的で非常に重要な側面も体験することができました。外務省の方々や上智大学の学
生との対話を通じて、日本への理解は大きく深まり、まさに“日本を丸ごと体験した”と感じています。」 
— アレクサンダル・ヤコヴリェヴィッチ（セルビア／MIRAI 参加者） 
 
本サイクルの終了により、西バルカン地域における MIRAI 同窓生ネットワークは、合計 91 名の若手
リーダーへと拡大しました。プログラムの長期的な効果は訪日後も続いており、同窓生たちは引き続
き、RYCO が支援する各種の若者イニシアティブ、異文化対話、そして地域協力の取り組みに積極的に
関わり続けています。 

 
 

招へい：ＭＩＲＡＩ第２グループ（外交・安全保障） 
発行元：ヨーテボリ大学 

日本語タイトル： エルサ、MIRAI プログラムに応募し、日本での素晴らしい 1 週間を体験 
原文タイトル: Elsa sökte MIRAI-programmet och fick en fantastik vecka i Japan 
リンク: Elsa sökte MIRAI-programmet och fick en fantastik vecka i Japan | Göteborgs universitet 
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（以下、コパイロットによるスウェーデン語からの翻訳） 
学生のエルサ・ワールベックさんは、日本政府が主導する 1 週間の交流プログラム「MIRAI プログ
ラム」に参加し、東京から帰国したばかりです。 
このプログラムは、日本とヨーロッパの将来的な協力関係を促進することを目的としています。 
 
私の名前はエルサ・ワールベックで、現在ヨーテボリ大学で政治学を専攻し、最終学期を迎えていま
す。2026 年 1 月中旬、私は光栄にも日本の首都・東京を訪れ、MIRAI 欧州プログラム 2025/2026 
の枠組みの中でスウェーデン代表として参加する機会を得ました。 
MIRAI という言葉は Mutual-understanding, Intellectual Relations and Academic Exchange 
Initiative の頭文字を表すと同時に、日本語で「未来」を意味します。 
このプログラムは日本政府によって開始されたもので、将来国際的な場で活躍することが期待される
若手リーダーを招へいすることを目的としています。参加者が日本およびその政策上の優先分野につ
いてより深く理解することで、相互理解を促進し、日本と世界各地域との間に将来の友情と協力の基
盤を築くことが狙いです。 
私は、全 4 グループのうち、安全保障政策と外交をテーマとする第 2 グループに参加しました。私の
グループには、ヨーロッパのさまざまな国々から約 20 名の参加者が集まっていました。 
 
視察、講義、そして文化体験 
日本滞在中、私たち参加者は日本の文化や食、そして東京タワーや国立博物館といった観光名所を体
験する機会を得ました。富士山を訪れた際には、文化遺産センターで日本における富士山の仏教的・
歴史的意義について学び、抹茶の講義では、自分で点てた抹茶を味わう体験もしました。また、さま
ざまな寺院も参拝しました。さらに、外務省、防衛省、そして日本を代表する大学の一つである慶應
義塾大学にも訪問しました。 
これらの視察では、日本の安全保障環境、国際的な人道安全保障への日本の貢献、さらには韓国・ロ
シア・中国といった近隣諸国との領土問題について、理解を深めるための講義を受けました。また、
日本が唯一の同盟国であるアメリカとの今後の協力をどのように捉えているかについても詳しく学び
ました。 
いずれの訪問先でも繰り返し強調されていたのは、不確実性が増し、多くの国がルールに基づく国際
秩序から距離を置きつつある現代において、日本にとって欧州および EU との関係は、リベラルな国
際秩序を維持するうえで極めて重要であるという点でした。 
 
プログラムは年に一度実施されます 
MIRAI プログラムに応募する機会を得た方には、ぜひ挑戦してほしいと心から思います。日本につい
ての知識を深められるだけでなく、ヨーロッパや日本からの学生たちと生涯続く友情を築ける、忘れ
られない体験だからです。 
プログラムは年に一度開催されており、日本についての専門知識がなくても参加できますし、大きな
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経済的負担も必要ありません。日本政府がほぼすべての費用を負担し、航空券、ホテル、移動手段、
そして東京での 1 週間を最大限に活かせるよう綿密に計画されたスケジュールをすべて手配してくれ
ます。 
参加者はただ現地を訪れ、楽しみ、数々の新しい学びや刺激、経験を吸収するだけで良いのです。 
テキスト：エルサ・ワールベック（政治学プログラム所属学生） 
協力：アンナ＝カリン・ルンデル（政治学部広報担当） 

 
招へい：ＭＩＲＡＩ第３グループ（SDGs ビジネスとイノベーション） 

発行元： ウクライナ・アメリカン コンコルディア大学 (UACU) 

リンク: (12) 投稿 | LinkedIn 

 
ウクライナ・アメリカン コンコルディア大学（UACU）の学生であるアンナ・グメニュークさんが、
6,000 名を超える応募者の中から在ウクライナ日本国大使館に選出され、名誉ある MIRAI プログラム
（ビジネス＆イノベーション部門）に参加することとなりました。 
日本国外務省および JICE により支援されている本プログラムは、SDGs、イノベーション、人間中心
のテクノロジーに焦点を当てた取り組みです。アンナさんの選出は、UACU の学生が持つ国際的競争
力、リーダーシップ、そして価値観を象徴しています。 
未来を築くのは、リードする勇気を持つ者たちです。UACU の学生がその未来を形作っていることを、
私たちは誇りに思います。 

 
招へい：ＭＩＲＡＩ第４グループ（法の支配） 
発行元：西村あさひ法律事務所・外国法共同事業 
日本語タイトル：“MIRAI”プログラムの一環として中央アジア・コーカサス地域の学生・若手専門家が
オフィスを訪問：WTO、EPA/FTA、国際投資法に関する講義を実施 
原文タイトル: Office Visit by Students and Professionals from Central Asia and Caucasus Region 
as part of “MIRAI” Program: Lectures on WTO and EPA/FTA and International Investment Law 
リンク: Office Visit by Students and Professionals from Central Asia and Caucasus Region as part 
of “MIRAI” Program: Lectures on WTO and EPA/FTA and International Investment Law | News | 
Nishimura & Asahi 
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2025 年 1 月 19 日、中央アジアおよびコーカサス地域の 8 か国から、学部生、大学院生、そして若手
専門家が「MIRAI」プログラム（グループ 4：法の支配）の一環として東京の弊所を訪問しました。 
MIRAI は、日本政府が推進する国際交流プログラムであり、世界各国の人々との交流を促進し、日本
への理解を深めることを目的としています。 
 
訪問当日は、弊所の弁護士が WTO および EPA/FTA に関する講義、さらに国際投資法に関する講義
を行いました。講義テーマは以下のとおりです。 
1. 「複数の FTA によるルールに基づく国際経済秩序の構築」（畠山祐介） 
2. 「外国投資の保護と投資紛争の解決」（前田基宏） 
 
参加者からは多くの質問が寄せられ、活発な議論が交わされました。 
本講義が、日本の WTO 関連政策や EPA/FTA 政策、さらに国際投資法の実務的側面に対する理解を
深め、「法の支配」への認識向上に寄与することを願っています。 
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MIRAI 事業継続の重要性 
ロシアによるウクライナ侵攻の長期化に加え、中東情勢の不安定化、さらには欧州域内における安全保

障環境の変化や社会的分断の顕在化など、国際情勢は依然として不確実性を増しています。このような

状況下において、国家間のみならず人と人との信頼関係を基礎とした相互理解を深化させ、平和で安定し
た国際関係を支える人的交流の意義は、従来にも増して高まっています。 

MIRAI プログラムを一過性の交流にとどめることなく、参加者が生涯にわたり日本と関わり続けるた
めのプラットフォームとして機能させることができれば、それは欧州における対日理解と信頼を支える
外交基盤の強化に直結すると考えます。こうした観点からも、本事業の継続的な実施は、今後の日本外交
にとって極めて重要であると期待します。 

 

＊プログラム参加中の様子や参加者の声は SNS を通して広く発信されています。 
X(旧 Twitter)、 Instagram、 Facebook ハッシュタグ：#MIRAI2025 #MIRAI 


